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入賞作品1,326点展示

記
念
大
賞
展

吉井淳二特 集
もっと絵のまちへ

　

２
月
15
日
か
ら
３
月
２
日
に
か
け
て

末
吉
総
合
体
育
館
で
第
42
回
吉
井
淳
二

記
念
大
賞
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
井
淳
二
記
念
大
賞
展
と
は
、
芸
術

文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
文
化
勲
章

受
章
者
で
あ
り
日
本
芸
術
院
会
員
で

あ
っ
た
故
吉
井
淳
二
氏
の
功
績
を
讃
え
、

あ
わ
せ
て
新
た
な
作
家
の
出
現
を
促
す

た
め
に
曽
於
市
が
「
絵
の
ま
ち
づ
く
り
」

運
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い

る
展
覧
会
で
す
。

　

審
査
会
は
１
月
23
日
・
24
日
に
実
施
。

今
回
か
ら
審
査
員
と
な
っ
た
絹
谷
幸
二

先
生
は
都
合
の
た
め
欠
席
さ
れ
、
武
蔵

野
美
術
大
学
油
絵
学
科
名
誉
教
授
の
遠

藤
彰
子
先
生
の
み
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
点
数
は
一
般
部
門
１
５
７
点
・

小
作
品
部
門
１
２
０
点
・
招
待
作
家
部

門
13
点
・
高
校
生
部
門
１
２
４
点
・
ハ
ー

ト
フ
ル
部
門
20
点
・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

２
１
５
７
点
・
弥
五
郎
ど
ん
部
門
１
７
３

点
の
合
計
２
７
６
４
点
。
弥
五
郎
ど
ん

部
門
は
市
制
20
周
年
に
あ
わ
せ
た
特
別

企
画
で
今
回
限
り
の
部
門
で
し
た
。

全
国
的
に
も
珍
し
い

展
覧
会

一般部門   吉井淳二大賞
宮崎市

宮
みやぎ

城　博
ひろのり

範 さん

　

地
方
の
ま
ち
の
展
覧
会
で
す
が
、
超

一
流
画
家
の
遠
藤
彰
子
先
生
が
審
査
員

を
さ
れ
る
こ
と
に
驚
き
、
こ
れ
ま
で
５

回
ほ
ど
出
品
し
て
き
ま
し
た
。
遠
藤
先

生
に
作
品
を
見
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中

で
最
高
賞
の
吉
井
淳
二
大
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

２
月
15
日
に
表
彰
式
・
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
３
月
２
日
ま
で
の
観
覧
が

ス
タ
ー
ト
。
幼
児
か
ら
一
般
ま
で
幅
広

い
年
齢
の
方
の
作
品
が
並
ぶ
の
は
全
国

的
に
も
珍
し
い
展
覧
会
で
す
。
会
場
に

は
多
様
な
表
現
の
入
賞
作
品
１
３
２
６

点
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
興
味
深
く

観
覧
し
て
い
ま
し
た
。

　

吉
井
淳
二
記
念
大
賞
展
は
来
年
も
開

催
予
定
で
す
。
次
回
も
ぜ
ひ
出
品
や
観

覧
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　吉井淳二氏は明治 37 年に末吉町深川で生
まれた現代画家。東京美術学校（現・東京
藝術大学）に入学し二科展などに入選する。
昭和 40 年には『水汲み』で日本芸術院賞を
受賞。昭和 51 年に末吉町名誉町民となり、
その後二科会理事長就任や文化勲章を授与
されました。
　吉井氏の作品は自然や風景をテーマにし、
特に光と影の表現にこだわりを持っていま
した。写実的そして立体的な陰影の使い方
は独特で、作品は国内外で高く評価され、
多くの人々に親しまれています。満 100 歳
で亡くなるまで描き続けた吉井氏は日本洋
画界の一時代を築きました。

吉井 淳二 氏


